
   SHKニュース ４月号 

職員の異動について 

 4/11（月）～4/18（月）  
 当ステーションで初めての富山県立大学看護学部の在宅看護学実習
が始まりました。 
「病棟とは違う訪問看護の役割や“生活の場”を知ることで、 
“本人･家族の気持ちに寄り添うこと”の重要性を学ぶ事が 
できました」 
「その人らしさを尊重した関わり、ひとりの利用者さんと 
関わる時間が多く、その人に合ったﾍﾟｰｽで関わることが 
できるすごく魅力的な看護であると感じました」 
「車中で看護に関する情報をたくさん教えていただき、 
実りある実習となりました」 
など、様々な学びができたようです。 
 今後の病院実習や、看護師として勤務した 
時の看護に活かせるよう願っています。 
 いつか同じ訪問看護の仲間と 
なってくれる事も期待しています。 

 3月に1名が退職し、地域に活動の場を 
移しました。4月より1名が加わり、   
看護職：10名 リハビリ：1名での活動と
なります。 
 今まで同様、ご本人･ご家族の思いを大切
に、寄り添った看護の提供に努めたいと思
います。今後ともよろしくお願い致します。 
 

富山県立大学看護学部の 
実習が始まりました！ 

感染対策も 
しっかり！ 

【ニューフェースから一言】 
4月より訪問看護に配属になった山口です。 

「SHKニュース」の名づけ親です。 
安心・安全な療養生活を明るく・楽しく・ 
賑やかにサポートできるよう頑張ります。 

宜しくお願いします。 


